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35

費
測
定
値
は
、
環
境
規
制

の
適
合
性
や
市
場
性
を
大

き
く
左
右
す
る
た
め
、
校

正
に
よ
り
国
家
標
準
に
ト

レ
ー
サ
ブ
ル
で
信
頼
性
が
度
や
安
全
面
で
の
課
題
が

担
保
さ
れ
た
燃
費
計
で
測
標
準
開
発
の
大
き
な
壁
に

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
な
っ
て
い
る
。

ヽ゚し

、

実

液

で

標

準

確

立

エ
ン
ジ
ン
の
テ
ス
ト
へ

ン
チ
で
広
く
使
わ
れ
て
い
そ
こ
で
、
産
業
技
術
総

る
燃
費
計
に
、
容
積
式
流
合
研
究
所
（
産
総
研
）

量
計
が
あ
る
。
流
量
計
の
は
、
高
精
度
で
安
全
な
実

校
正
で
は
、
校
正
装
置
で
液
校
正
を
実
現
す
る
た
め

発
生
し
た
標
準
流
量
と
そ
に
、
秤
量
法
に
基
づ
い
た

の
標
準
流
量
に
対
す
る
流
独
自
の
校
正
要
素
技
術
を

量
計
の
指
示
値
を
比
較
す
開
発
す
る
と
と
も
に
、
実

燃
料
価
格
の
高
騰
や
環
る
。
容
積
式
流
量
計
は
、
液
燃
料
を
取
り
扱
う
環
境

境
意
識
の
高
ま
り
な
ど
の
高
精
度
化
す
る
に
は
実
液
を
斃
備
し
、
世
界
で
初
め

社
会
情
勢
を
受
け
て
、
低
燃
料
に
よ
る
校
正
が
必
要
て
微
小
流
量
範
囲
ま
で
の

燃
費
・
低
排
出
の
ハ
イ
ブ
で
あ
る
。
実
液
燃
料
に
よ
る
国
家
標

リ
ッ
ド
車
(

H

V

)

が
、
し
か
し
、
可
燃
性
・
揮
準
を
確
立
し
た
。
秤
量
法

現
在
、
自
動
車
産
業
の
主
発
性
の
高
い
実
液
燃
料
は
は
、
秤
量
容
器
に
試
験
液

力
車
に
な
っ
て
お
り
、
そ
取
り
扱
い
が
難
し
く
、
精
を
流
入
さ
せ
、
秤
量
計
を

の
燃
費
改
善
の
技
術
開
発

が
続
い
て
い
る
。
各
メ
ー

カ
ー
が
公
表
し
て
い
る
燃

測
定
値
は
厳
格

技術で
末

⑮ 

ー産巌llfの挑戦一

H
V開
発
競
争
支
え
る

秤
量
法
で
燃
費
計
校
正

用
い
て
流
入
質
量
を
測
定
計
の
校
正
基
準
値
と
な
る
り
出
せ
る
。
~

す
る
方
法
で
あ
り
、
燃
費
標
準
流
量
を
高
精
度
に
作
秤
量
法
で
は
、
秤
量
容
i

器
へ
の
試
験
液
切
り
換
え
一

操
作
を
制
御
す
る
ダ
イ
バ
~

ー
タ
（
転
流
器
）
が
重
要
~

な
要
素
で
あ
る
。
産
総
研
i

は
、
流
れ
を
切
り
換
え
る
i

時
に
生
じ
た
流
入
時
間
の
~

測
定
誤
差
を
理
論
的
に
な
~

く
す
こ
と
が
で
き
、
小
流
i

謳
域
に
お
い
て
顕
著
化
し
臣
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

た
蒸
発
量
や
液
付
着
量
、
で
の
燃
費
計
校
正
が
必
要
エ
ン
ジ
ン
に
供
給
さ
れ

飛
び
散
り
量
に
よ
る
誤
差
と
な
る
。
し
か
し
、
従
来
る
燃
料
流
量
は
、
エ
ン
ジ

も
低
減
で
き
る
2
枚
羽
根
の
転
流
羽
根
式
ダ
イ
バ
ー
ン
気
筒
内
の
イ
ン
ジ
ェ
ク

式
円
錐
状
回
転
ダ
イ
バ
ー
タ
の
扁
精
度
化
に
は
実
現
タ
ー
の
連
続
噴
射
に
よ
り

タ
を
開
発
し
た
。
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
過
渡
的
に
変
動
す
る
。
現

で
、
密
閉
流
路
内
の
高
速
在
、
こ
の
非
定
常
流
に
対

切
り
替
え
バ
ル
ブ
を
ダ
イ
す
る
燃
費
計
の
測
定
精
度

微
小
域
に
も
対
応

さ
ら
に
、
自
動
車
の
低
バ
ー
タ
と
し
て
採
用
し
た
や
応
答
性
を
評
価
す
る
校

燃
費
化
が
進
む
に
つ
れ
秤
量
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
正
技
術
の
開
発
に
取
り
組

て
、
微
小
流
量
域
（
数
10
微
小
流
量
域
で
の
校
正
を
ん
で
い
る
。

"'=-認／
h
オ
ー
ダ
ー
）
ま
可
能
に
し
た
。
（
木
曜
日
に
掲
載
）

小流量校正に開発した2枚 微小流量校正に
羽根式円錐状回転ダイバータ採用した高速切替バルブ

産総研工学計測標準研究
部門液体流量標準研究
グループ上級主任研究員

チョン・カーウィー

9,  

マレーシア出身。学生時代は混相
流・流体可視化画像言十測、 08年に入
所以来、液体微小ー小流量の計測校
正技術の研究開発に従事してきた。
自動車、医療機器、半導体分野な
ど、産業界で研究を幅広く展開し、
社会実装に結び付けたい。産総研の
ダイバーシティ推進にも貢献と実感
している。
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